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第 8日  テ ーマ

～健やかな加齢 ・パー トI～

日

健

議

会

内

講 師 北条病院 院 長 島 津  晃

(大阪市立大学名誉教授〉

時 平 成 1 5 年 5 月 2 4 日 ( 土)

康 チ エ ツ ク 1 3 時 ～

演   1 4 時 ～ 1 5 時

場  北 条病院 リ ハ ビ リ 室

容 ①健康チェック (血圧 ・体脂肪率 ・

肩こり体操 ・膝の運動)

②講  演

③健康相談

主催 医療法人以和貴会 北条病院
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第 l u  活 きl u Fきふれあいl l線 「上手な立ち居 振 る舞いJ

(2002  4  13)島 ll党

第2回  に '活 ‖眼rfと対交」 (2002 5 11)吉 "智 〕1男

第3回  「 江tFからみた浦化器の菊気J(2002 7 13)1'村 幹男
第4ほ  !切 r炎のA■ CJ(2002 10 10)久 操井宏志

緯Sに  楓 "と インフルエンサの0こ AJ(20021116)中 村幹現
琉6口  「 付紅揺症 あ なたのせは大文夫 7J(20021214)局 洋晃

第7[  r拠 藤な肥説と崩的な肥職J2oo3 2 15)古 "曽 加現

第B回 「四世の加みと予防J(2003124)為 津晃

第Bに活きlHきおれあい月‖座 「四肱のおみと予助J
(2003524)

滴の凝 り た の加み 手 の新み 前 腕の新み 膝 の新み 定 の姉み
■はと ド岐のとい

1上 腋は日 1ヽ動‖ヽ 東境作働の耕官 ま に非荷重 体 重 と関係な くlF

う J tt lrd関節 ぷ うTげ ての使用には町構 筋 肉壱酪使する 一 方
関節杖けヽ歩 的に犯される

2下 性は身体の移動の運動の器者 士 に体亀を受けてtlうので関齢軟

村の rr托
損悔の'F能性は市い  (棋 骨の栄養はポンプ作用)触 帯は従

1 1 1H q理

四つ足動物か ら211〕動物 ヒ トになったのでいろいうな離位に無理"i
ある 助 かす範″Hは大=( 週 度な動きに来型がかかる 腕 白も見 られ

る 病 は身lAの H,さ削に直接付いていない 付 いておれば運動か1刊限さ
れる 多 くの小さな関節によって連絡し 身 体のPnにな ら下がつている

とみなしてもよい 強 力な筋内の働さが必要 報 いと肩が凝る
1! 肩 の概 ,

数える (■航宿中四節と消中村周囲の前内〉 安 静 (ゼ,肢 位 ハ ン

モックは位)

1″  補 液也褒 石 灰沈着

上腕を助かす肋内が集まって月雄板を作っている 運 動W【 肩httの下
に結 り込む tlさ を円滑にするた「/2に消滅包がある こ れを新ち 場 合
によっては石灰がたまる
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予防は r`蒸 からの運動範囲のほ保 無 即な勁さを止めち

γi族は :急llW tは安静 つ いで 基 助 さ うに「J福を起すのを防

ぐ 摘 炎数新剤 潤 椅剤

lS  市 艇板の損傷

醜板が擦 り減 り 潔 び つ いには破れる。

1-4 脱 向

21モ四hF

狭 を除いて四つた動物の手関師の動きは少ない 手 長夜は水の枝のふ

う下がったまま360 方 向を変えうる こ の速動軸の中心は尺骨

その末勇の子とい,かい合う三角線維転骨縫合体は障害する 手 関Dtは

ヒ トになって助 くようにな り手根骨配列奥付を米す 手 へのⅢⅢ整は狭い

手釈付を週 り こ とで庄迫され痛み 村 経麻座を来す千根督症伎tF

21 三 角線雑欧骨複合体損偶 不 摘供な痛み 武 蔵丸

予防は手を上千に使う。千関簡を軽度背打1して4■う 漁 療は若い人出

は範合 成 人ではH41除

2-2  F根 イす西よコ1蚊'r

過激な仕Ji け Jild雄の後発病 ま た 筋 明力のある人

任度なけ4r吃出を馬鹿にしないで十分なお療を受ける

2-3 千 根青i損 拝

■ 「な身のとな し こ れを助ける筒単な☆民 消 炎測 手 術が必要に

なることがある

'i nt憾郎

ヒトでは手tr飾の品‖iとくこヽ屈曲して使用する機会が多い そ こに無

把せがある  籾 ‖廊守としてテエス肘 垂 労働による骨 炊 骨損傷 野

球rlなとがある 予 防は上手な身のとなし 治 寮は■荷 安 伸の一方

防力lU転が必要

4:氏 四脱 (す玉 不 安定 竹 重輸の変動 筋 肉による圧通〉

四つ足動物にくらべて荷蜜量が多い 受 ける閃節面ヽ十分に適合 して

いない 陳 に比べて性関節 足 関節には変形ll間節症は少ない  (安 定

と而積)族 f‖ したままでの前釈は関節面に■力だけでなく筋方による

Ⅲ:迎を受ける よ 心線から遠いほど受ける力け大きくなる

下枚打f工線の定別の異常 (0脚  X脚 ) 半 月の損傷 軟 付軟化症

変形社関節症 遊 腫体のFt生

ヤ防は人融四頭肋の数撤 屈 曲拘相を避ける

治麻は靴 装 サtによう下肢配列の適正化 精 炎鯨第剤 (運動を助ける
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のであ り 癖 みを取るだけのものではない)日 活用。手術 は骨切 り行

く下蚊配列の適正化) 人 工関節置換術
5:星 登 慢 性携駐 高 平足 (足根骨の配列の破淀)

足アーチの形成不良 日 頃の鍛線が必要 徳 ヒ 成 長期
前足部のアーチの低下‐結果 足 指神経庄遠

外反母敗 ア ーチの低下 騒 幼との関連
lS療は i安併 逆 に筋力を向上させる 連 動枝を広げる 下 nt摘五懲

の長常こととのえるための躍物の臓殴。足アーチの撃上

えの体繰と履物の選択


